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	1．実施概要
	2．検討会の内容
	最初に，群馬県西部農業事務所より河振地すべりの概要，対策工状況などをご紹介いただきました。その後，河振地すべりの末端付近にある集水井の中の状況を観察しました。さらに，群馬県西部農業事務所及び当該地すべり地で動態観測・対策を受託する日本サーベイ株式会社小林豊様の案内で，地すべり内に設置された孔内傾斜計，水位計並びに集水ボーリング工などを見学しました。
	午後は，当該地すべりで採取された調査ボーリングのコアの観察会を行いました。観察会では，多数のボーリングコアを間近で観察し，コアにみられるすべり面の性状の特徴を勉強しました。さらにボーリングコアと午前中に観察した対策工・計器観測の結果を踏まえて、地すべり全体の動きや特性等について白熱した議論が行われました。
	最後に，地すべり下方に位置する雄川河床にて，当該地域を構成する三波川帯の片理の発達した結晶片岩や緑色片岩（御荷鉾ユニット）の露頭を観察しました。残念ながら，以前確認されていた露頭の一部が工事等により消失していましたが，片岩などの当該地域を構成する地質の露頭を観察することができました。
	今回は，河振地すべりについて，地すべりの概要や地すべり対策工・動態観測など，地すべり対策について一通りの内容を見学し，大変わかりやすく良い経験ができたと考えております。
	3．おわりに

